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　今年もすいかがおいしい季節がやってきました！
　写真は今年マダーボールを初出荷した髙田芳敬さんの次男・大輝さんです♪

➡記事の詳細は2ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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青果部青果部青果部青果部

　6月9日、ラグビーボール形が特徴の小玉すいか「マダーボール」が初出荷された。この日は、きたそら

ちマダーボール生産組合（宮武稔組合長、9戸）の髙田芳敬さん（雨竜町）が3玉から4玉入り計20ケー

スを出荷した。今年は低温が続き生育は厳しい状況であったが、初出荷は昨年より4日早く、糖度は13度

と甘さ十分のものが持ち込まれた。

　髙田さんの長男 敬大さんは、「資材費が高騰する中で、努力して糖度の高い美味しいすいかを作った。消

費者の方々にはぜひ美味しいすいかを楽しんでいた

だきたい」と話す。

　同生産組合は今年95aに作付けしており、今年

は約4千ケースを出荷し、約1千1百万円の売上げ

を見込む。出荷は10月中旬まで続く。

夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる
夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる

初出荷した髙田芳敬さんの長男 敬大さん（右から2人目）

マダーボールマダーボール

　6月10日、北竜町特産の果肉が黄色い「ひまわりすいか」が初出荷された。この日は、ひまわりす

いか組合（6戸）の渡邊俊成組合長が3玉から6玉入り計43ケースを出荷した。今年は定植時期の低

温で生育が遅れるスタートとなったが5月の気温が例年と比べ高く、生育の遅れを取り戻し昨年と比べ

1日早い初出荷となった。糖度は12度と甘さ十分のすいかが持ち込まれた。

　渡邊組合長は、「定植後に夜温が低い日が続き温度管理には苦労したが、寒暖の差が大きかったため

今年も糖度の高いすいかとなった。多くのリピー

ター様に愛されてきたひまわりすいかを今年も多

くの方に食べていただきたい」と話す。

　出荷のピークは6月下旬から8月上旬まで続き、

約1万4千ケースを出荷し、約4千１百万円の売

上を見込む。

初出荷した渡邊組合長（前列中央）

北竜ひまわりすいか北竜ひまわりすいか
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　青果部の野菜集出荷施設では、続々と旬の野菜の出荷が始まっている。当JA管内の青果

物の生育状況として、5月は平年に比べ日照時間が64％と少なく、また朝晩寒い日も多い

など生育は若干停滞したものの、6月に入ってから天候が回復した事と、生産者の肥培管理等により品質の

良いものが出荷されている。

　なお、きゅうり・グリーンピーマン・まるかじりトマトは、深川市道の駅「ライスランドふかがわ」農産

物直売所「eciR」でも販売している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【青果課　川本】

きゅうり
　5月25日より、きゅうり

の出荷が始まった。この日

は、きたそらち胡瓜生産組

合（本瀬修二組合長、組合

員22戸）の佐藤マリアジ

ェンママーベラさん（音江

地区）がSからLサイズ計30ケース、150kg

を出荷した。4月下旬頃から定植を開始し、昨

年より3日早く出荷をスタートした。

　同生産組合では今年度、約10.3haに作付し、

約30万ケースの出荷、4億5千万円の売上を

見込む。27日からは、共選作業も始まり、8

規格に分け主に1箱5kgで札幌や名古屋の市場

を中心に出荷する。

グリーンピーマン
　6月6日より、グリーンピー

マンの出荷が始まった。この日

は、きたそらちピーマン生産組

合（折野哲也組合長、組合員3戸）

の（株）三谷農園（音江地区）、

知久秀美さん（音江地区）の両

名がＭからLサイズ計9ケース、46㎏を出荷した。

昨年より3日早い初出荷となった。

　当産地のピーマンは「ピクシー」という品種で、

果肉はやや厚めで炒めても食感が良く、他のピー

マンに比べ苦味成分（クエルシトリン）が少なく

子どもにも食べやすい品種となっている。札幌・

旭川・滝川の市場へ向けて10月下旬まで出荷が

続く。

夏秋苺
　6月10日より、夏秋苺の出荷

が始まった。夏秋苺は主にケー

キ用として販売されるが、一部

生食用でも販売する。この日は、

きたそらち苺生産組合（尾嵜雅

一組合長、組合員5戸）の農事組合法人豊竜農場（北

竜地区）が、大きな粒の「3Ｌ」という規格を中心

に約2.2kgを出荷した。

　今後は徐々に出荷量も増え、旭川・滝川市場を中

心に11月上旬頃まで出荷が続く。

さやいんげん（ピテナ）
　5月30日 よ り、さ や

いんげん（ピテナ）の出

荷が始まった。この日は、

きたそらち豆類生産組合（神尾綾子組合長、組

合員41戸）の渡辺隆さん（北竜地区）が、Ｍサ

イズを2箱（2kg/1箱）出荷した。

　昨年より7日早い初出荷となった。

　今後は徐々に出荷量も増え、出荷のピークは

9月となり関西市場を中心に10月下旬頃まで

出荷が続く。

旬の青果物が続 と々出荷スタート！旬の青果物が続 と々出荷スタート！

まるかじりトマト
　6月15日より、まるかじりトマトの出荷が始まった。きたそらち大玉トマト部会（土

居健一会長、会員３戸）の高尾義弘さん（メム地区）がＭサイズを中心に計34ケー

ス約200㎏を出荷した。昨年より１日早い初出荷となった。

　札幌方面を中心に10月下旬まで出荷販売を予定している。同部会では今年度、約

1.6haに作付けし、約200ｔの出荷、約4千2百万円の売上を見込む

青果部青果部青果部青果部
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稲
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験
♪

　当JAのYouTubeチャンネル「JAきたそらち きたそらちゃんねる」でも、
音江中央保育園の子どもたちがバケツ稲にチャレンジするところをご紹介し
ております♪
　ぜひ動画もお楽しみください！（動画は表紙のQRコードから！）

深川市の小学校で深川市の小学校で 田植え体験学習田植え体験学習
　5月下旬、深川市内小学校6校による田植え体験学習が行われた。同市では地域に根ざした特色ある教育

の一環として、小学生を対象に水稲の農業体験学習に取り組んでいる。

　児童たちは、組合員や青年部、市職員などの協力を得ながら、組合員宅、深川市農業センターの圃場で田植え

を体験した。初めて水田に入る児童も多く、ぬかる足元に苦戦し泥まみれになりながら夢中になって苗を植えた。

　児童たちは、この後水稲の生育について学び、秋には収穫体験を行う予定。

5月19日北新小学校（松本孝一氏宅） 5月20日多度志小学校（竹内誠氏宅）

5月24日深川小学校（農業センター）

5月23日一已小学校（農業センター）

5月25日音江小学校（飯村英樹氏宅） 5月25日納内小学校（宮武努氏宅）

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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酪農学園大学の生徒が
農業実習

酪農学園大学の生徒が
農業実習

　6月10日、JAきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」第3期生の入学

式が執り行われ、第2期生とともに第３期生10名を迎えた。

　カレッジあみてぃえは、食と農・くらし・文化などの学習を通じて元気な地

域づくり、心豊かな仲間作りをめざして次世代を担う女性リーダーを育成するこ

とを目的として令和2年度から開校している。

　入学式では、同大学の岩田清正学長（当JA代表理事専務）から「農業の法

人化や大規模化が進み女性の活躍の場が増えた。農協としてもさらに女性が力

を最大限発揮でき、スキルアップができる場を作り農協・地域に新しい風を吹

かせたい。」との式辞をいただいた。

　オリエンテーションでは新入生より自己紹介をいただき「女性大学の魅力にひかれ入学しました。2年間にわた

り仲間を作り多くの事を学んでいきたい」「自分が住む地域をもっと知りたい」などの声を聞くことができた。

　入学式の後は農業振興部部長　佐藤一久氏が講師となり記念講演が行われた。「SDGｓとエシカルについて」

と題し、世界各国でＳＤＧｓに取り組んでいる事や日本の食品ロス問題、今自分自身何ができるのか、また農協で

のＳＤＧｓの取り組みなどについて学んだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　5月19日から22日まで酪農学園大学農食環境学群のゼミ生徒２名が農

福連携視察と農業実習を行った。

　１日目は多度志地区の農事組合法人 米道産（堂田幸男代表理事）にて農

福連携として苗箱洗いを行っている現場を視察後、当ＪＡ施設見学を行った。

　また、２・３日目は、音江地区の（株）寳利農場（寳利靖必代表取締役）

で密苗の田植作業を行った。

　ゼミ実習として、当ＪＡ生産者を訪問した生徒の感想は以下の通り。

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

　今回のＪＡ施設見学では、農産物を貯蔵する施設

を見た事がなかったのでとても興味を持ち、それぞ

れの施設で役割や特徴があり勉強になりました。寳

利農場では、田植機や密苗などほぼ初めて経験す

る事だったので楽しみながら作業ができました。寳

利さんや従業員の方との会話も勉強になる事ばかり

で有意義な時間でした。もっと色んなお話しがした

かったので、もう一日実習があってもよかったと思

いました。

　実習を通して農協や農家の方々の仕事を肌で感じ

る事ができて、とても勉強になりました。

　特に田植体験では実際に自動操舵の田植機に乗

せていただき作業する事で、大学の講義では学べ

ない農業の現状と難しさを感じました。

　密苗や自動操舵の田植機と従来の田植えとの比較が

出来たらより実習として理解が深まると思ったので、

もう少し農業体験の時間があれば良いと思いました。

　今回は貴重な体験をさせて頂きありがとうござい

ました。

酪農学園大学　循環農学類　４年　小西　泰智 酪農学園大学　循環農学類　４年　篠田　朋樹

ＪＡきたそらち女性大学

「カレッジあみてぃえ第3期生入学式」を挙行

ＪＡきたそらち女性大学

「カレッジあみてぃえ第3期生入学式」を挙行

ＪＡきたそらち女性大学

「カレッジあみてぃえ第3期生入学式」を挙行

ＪＡきたそらち女性大学

「カレッジあみてぃえ第3期生入学式」を挙行

米道産

寳利農場
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JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和４年５月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

64,637kWh 発電電力

○累計（R3.12～R4.５）

251,382kWh
9,821kWh

13,131kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

67,394kWh

28,112kWh

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

　6月8日と14日、深川市立一已中学校2年生の総合的な学習の時間として、生徒54名が当JAを訪問し、農

産物集出荷施設等の見学や大豆の播種作業体験を行い、またJAと食についての講義を受講した。

　8日のオリエンテーションでは、柏木孝文組合長が「施設見学や大豆の播種作業体験を通して、地元“深川“が

農業の町である事を実感し、また地域に対してJAが行っていることを知って頂きたい。」と受入挨拶を行った。

　JA施設見学では、各施設の担当職員の案内で、深川マイナリーや小麦大豆施設、青果部選果場など計6施設

を見学し、それぞれの施設で集荷されている農産物や施設内部の機械等の説明が行われた。

　14日に行われた大豆のは種作業では、販売部の工藤隆俊考査役による指導のもと、約200㎡の畑に大豆の種

子を手植えした。大豆のは種作業を初めて経験する生徒もおり、最初は慣れない手つきだったが、楽しみながら

作業を行っている様子だった。

　JＡと食についての講義では、農業振興部職員が「JAと農業について」と題し、JAきたそらちの仕事や組合員・

地域との繋がりについて動画等を使いながら説明を行った。

　体験後、生徒が記入したアンケートに「普段体験できないことが出来て楽しかった」「いつも食べているものが

沢山の施設や人のおかげで成り立っていることが分かった」などの感想が寄せられた。

　7月12日には、大豆がよりよく生長するために畑の除草作業を行い、今後は8月に枝豆の収穫を行う予定をし

ている。

一已中学校２年生が
JA施設見学と大豆の播種を体験

一已中学校２年生が
JA施設見学と大豆の播種を体験

一已中学校２年生が
JA施設見学と大豆の播種を体験

一已中学校２年生が
JA施設見学と大豆の播種を体験
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　青年部雨竜支部（岩田祥也支部長、部員20名）では、6月16日、「雨竜田んぼアート」の田植え作業

を行った。

　「雨竜田んぼアート」は、同支部が道の駅「田園の里うりゅう」横の実証展示圃場に、主食用やカラフ

ルな鑑賞用の水稲苗を植えてアートを作りあげる取り組みで、今年で14回目を迎えた。アートのデザイ

ンは毎年、同町立雨竜小学校の6年生が考案しており、昨年同様、同町が2019年からパートナー協定を

結んでいる北海道日本ハムファイターズとのコラボレーション企画として、今年は、同球団の新庄剛志監

督の顔と愛称の「BIGBOSS」という文字を描いた。

　この日は雨のなか、部員14名や同町職員、JA職員などが手作業で田植えを行い、指示役の部員に植え

る場所を確認しながら、緑の「ななつぼし」と黄、白、赤の計4色の苗をデザインに沿って植えた。また

デザインを考案した児童19名に加え、4月に同町で水稲の播種作業などを体験した同球団マスコットの

「B・B」も参加し、目印を頼りに、部員と協力しながら一つひとつ苗を植えた。半日かけ、10aの水田に

約1万8000株の苗を植えて絵を完成させた。

　同支部の岩田支部長は、「あいにくの雨だったが、子どもたちには元気に田植えを体験してもらえてよ

かった。今年は新庄監督の顔のデザインになっているため、完成したアートが、同監督の顔のように綺麗

で整ったものになれば」と話す。圃場横には全体を見下ろせるやぐらが設置されており、7月中旬から見

頃を迎える。

　また同日、アート横の圃場では、毎年恒例の同小学校4、5年生による田植え体験学習が行われ、今回

は同町と包括連携協定を結ぶ（学）田中学園立命館慶祥小学校（札幌市）の児童37名も参加し、田植え

を体験した。同学園の田中賢介理事長（元・同球団選手、現・同球団スペシャルアドバイザー）も来町し、

子どもたちの田植えを見守りながら、「普段、机の上で学習している子どもたちが一歩外に出て、農業の

楽しさや大変さを学び、体験することで、ご飯を食べることも楽しみの1つにしてほしい。いつか子ども

たち自身が育てた『うりゅう米』も給食として食べられたら」と笑顔で話す。

雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施 雨竜支所
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　本年4月に開校した札幌市の学校法人田中学園立命館慶祥小学

校（田中賢介理事長・吉田恒校長、児童数166名）の給食に“う

りゅう米”が採用され、在籍する児童と教職員が雨竜町産の「ゆ

めぴりか」を毎日堪能している。

　“うりゅう米”が給食に採用された経緯は、昨年9月に雨竜町と

学校法人田中学園との包括連携協定を締結したことがきっかけで

あり、協定の中に「地域農作物を活用した食育活動」との項目が

あった事から立命館慶祥小学校給食への“うりゅう米”使用が決まった。

　現在、給食用米使用数量は年間約3,000㎏。本年度の在籍児童は小学４年生までであり、来年以降

の使用数量はさらに増える予定である。

　同校３年生の笹島華さんは“うりゅう米”について、「雨竜町のお米はとてもおいしいです。おいしい

のですごくごはんが進みます」と笑顔で話した。また、２年生担任の中村早希教諭は、「もっちりとし

た噛み応えのあるお米なのでおなかもいっぱいになり、子ども達の午後からのパワーにつながっていま

す」と、うりゅう米について語った。

　雨竜町役場では、「雨竜町産米の消費拡大に一役買うことになる今回の給食への採用を非常に価値あ

るものとし、今後も様々な消費拡大に向けての取り組みを行っていく考え」とのこと。

【雨竜支所　佐野】

（学）田中学園立命館慶祥小学校の
給食用米に“うりゅう米”

（学）田中学園立命館慶祥小学校の
給食用米に“うりゅう米”

雨竜支所

　６月９日、JAきたそらち女性部幌加内支部（花岡美智子支部長、

部員31名）17名は、当JA青果部の河原秀昌課長を講師に迎え「家

庭菜園講習会」を開催した。

　同講習会は、「家庭菜園を長年続けていても思うようにならな

い」という部員の声から開催が決まった。

　講習会では、河原課長が、部員からの事前質問に詳しく回答し、

「野菜にあった土づくりを行うためにも、pHを測り堆肥などを入

れることが大切」などアドバイスした。当日は屋外での開催で肌

寒さもあったが、部員は熱心に話を聞き、とても有意義な時間と

なった。

　また講習会終了後は、副支部長の吉成洋子さんが花の苗を用意

し、部員が好きな花をそれぞれ選んでプランターや鉢などに寄せ

植える体験を実施した。部員は、「やっぱりお花はいいよね～」「綺

麗だね～」など会話を弾ませながら作業を行い、楽しいひと時を

過ごした。

【幌加内支所　岩本】

「家庭菜園講習会」と「お花の寄せ植え」を開催♪「家庭菜園講習会」と「お花の寄せ植え」を開催♪
幌加内支所
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経済部 資材課からのお知らせ

～ コスト低減肥料例 ～
肥料名①：水稲化成４７１尿素入(仮)
肥料成分：Ｎ１４(内３％尿素)-Ｐ７-Ｋ１１
肥料名②：水稲ＢＢ５００
肥料成分：Ｎ１５-Ｐ１０-Ｋ１０

新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

☆
目
指
す
農
業

竹
林
　
博
文
　
さ
ん

40
歳

令
和
３
年
３
月

北
竜
支
所
　
岩
村
営
農
組
合

　19
・
９  

ha
（
水
稲
、
そ
ば
）

た
け
ば
や
し
ひ
ろ
ふ
み

　
就
農
す
る
以
前
は
、
東
京
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し

て
い
ま
し
た
。
兄
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
色
々
と
考

え
た
末
、
実
家
の
農
家
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
農
業
経
験
が
な
く
、
何
も
わ
か
ら
な
い
私
を
、Ｊ
Ａ
の
方

や
普
及
所
の
方
、
地
域
の
先
輩
方
に
、
芽
出
し
、
育
苗
、

ト
ラ
ク
タ
ー
・
作
業
機
の
操
作
、
病
斑
の
見
分
け
方
、
水

田
の
管
理
、
ラ
ジ
ヘ
リ
作
業
、
青
色
申
告
書
の
事
等
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
昨
年
は
無
事
に
収
穫
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
、
十
年
後
、
二
十
年
後

の
若
い
農
家
後
継
者
に
、
私
も
同
じ
よ
う
に
教
え
ら
れ
る

よ
う
、
精一杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和５年度用　肥料推進のお知らせ

　全道的に水田の土壌中にはリン酸、カリが過剰状態にある傾向であり、当ＪＡの土壌分析結果に
おいても同様にリン酸、カリの蓄積が見受けられます。【分析サンプル数：約２,５００点】
　肥料コスト低減対策として、当ＪＡの土壌分析結果に基づいた全層基肥等ご提案させていただき
ますので、コスト低減にご利用いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

肥料推進期間：令和４年７月４日(月)～７月２２日(金）
※本所、支所によって推進期間は異なります。

　令和５年度用肥料については、ロシア・ウクライナ情勢、中国の輸出規制、円安進行等により、大
幅に上昇いたします。
　肥料コスト低減対策として、低リン酸・低カリ肥料の提案を実施し、推進して参りますので宜しく
お願いいたします！！

北海道の土壌養分は
多いんだね～
さっそくウチも減肥
してみよう
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無
人
で
作
業
を
す
る
ト
ラ

ク
タ
ー
の
上
空
を
ド
ロ
ー
ン

が
飛
ん
で
作
物
の
生
育
状
況

を
撮
影
し
、Ａ
Ｉ
が
解
析
し
な

が
ら
肥
料
や
農
薬
の
散
布
を

ま
た
別
の
ド
ロ
ー
ン
が
行
う
。

農
家
さ
ん
は
自
宅
か
ら
ス
マ

ホ
で
作
業
の
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
い
っ
た
、
近
未
来

的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現

が
目
の
前
ま
で
迫
っ
て
い
ま

す
。

　「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル

な
ん
て
ウ
チ
に
は
関
係
な
い
」

と
お
考
え
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
も
っ
と
身
近
な
今
日

か
ら
で
き
る
【
Ｉ
Ｔ×

農
業
】

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
ス
マ
ー
ト
農
業

と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　

　
農
林
水
産
省
で
は
、「
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
等
の
先
端
技
術
を

活
用
し
、
超
省
力
化
や
高
品

質
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な

農
業
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
担
い
手
の
減
少
・
高
齢

化
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
が

深
刻
な
昨
今
、
先
端
技
術
を

用
い
て
作
業
の
自
動
化
、
情

報
共
有
の
簡
易
化
に
加
え
、

生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消
費
・

輸
出
に
至
る
デ
ー
タ
と
連
携
、

活
用
な
ど
で
高
度
な
農
業
経

営
を
可
能
と
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
ス
マ
ー
ト
農
業
と
並

行
し
て
、
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
５
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
窓
口
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
・

振
込
書
を
書
く
・
手
続
き
を

待
つ
・
記
帳
す
る
。
そ
の
流

れ
を
全
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
省
略
化
で
き

る
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
で
す
。
自
宅
や
外

出
先
か
ら
、
土
日
祝
日
、
早
朝
、

深
夜
で
も
取
引
が
行
え
る
た

め
、
日
中
時
間
の
な
い
方
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

　
そ
の
便
利
さ
か
ら
利
用
が

拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
伴
い
詐
欺
に
よ
る
被
害
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
ア

カ
ウ
ン
ト
情
報
の
確
認
や
更

新
を
要
求
し
て
く
る
メ
ー
ル

等
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。

　
い
つ
、
ど
こ
か
ら
で
も
様
々

な
デ
バ
イ
ス
か
ら
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
取
っ
た
り
、
デ
ー
タ

を
引
き
出
し
た
り
で
き
る
ク

ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
。
デ
ー

タ
は
全
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
保
管
さ
れ
て
い
る
為
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
コ
ス

ト
の
削
減
や
作
業
の
効
率
化
、

従
業
員
を
始
め
、
取
引
先
、

顧
問
税
理
士
へ
の
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
情
報
共
有
、
不
測
の
事

態
に
よ
る
資
料
紛
失
を
防
ぐ

な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
２
０
２
２
年
１

月
よ
り
改
正
さ
れ
た
電
子
帳

簿
保
存
法
に
対
応
し
た
も
の

も
多
く
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
で
も
ク
ラ
ウ
ド
ス

ト
レ
ー
ジ
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
導
入
を
考
え
て

い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世

界
で
猛
威
を
振
る
っ
た
際
、

人
の
移
動
や
対
面
が
大
き
く

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
一
気
に
普
及
し
た
の
が
、Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
始
め
と
す
る
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
社
内

会
議
、
取
引
先
と
の
商
談
だ

け
で
な
く
、
遠
方
の
家
族
や

親
戚
、
友
人
間
の
近
況
報
告

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
顔
を

合
わ
せ
な
が
ら
連
絡
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
遠
方
と
の
連
絡
が
容
易
に

で
き
る
為
、
時
間
の
短
縮
や

経
費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

更
に
会
議
を
録
画
す
る
こ
と

も
で
き
、
後
か
ら
振
り
返
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
に
出
る
機

会
が
少
な
く
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
済
ま

せ
る
方
が
増
え
て
い
る
今
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
を
行
っ
て
い
る
農
家
さ
ん

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
事
も
ま
ず
は
人
に
知
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
始
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
の
野
菜
や
果
物

を
作
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な

人
な
の
か
、
ど
ん
な
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
。

そ
れ
を
知
る
こ
と
か
ら
相
手

と
の
信
頼
が
始
ま
り
、
信
頼

が
強
み
に
な
り
、
強
み
が
ブ

ラ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第９回第９回

今
日
か
ら
で
き
る【 

Ｉ
Ｔ ×

 

農
業 

】

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
？

　
飲
食
店
に
行
く
と
、
非
接

触
型
決
済
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

か
ざ
し
て
行
う
決
済
方
法
）

を
目
に
す
る
機
会
が
多
い
で

し
ょ
う
。
既
に
使
え
る
の
が

当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

直
接
現
金
や
カ
ー
ド
の
受
け

渡
し
を
行
わ
な
い
の
で
、
ウ

イ
ル
ス
の
接
触
感
染
防
止
に

繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
売
上
管
理
、
在
庫
管
理

を
行
う
こ
と
も
で
き
、
何
よ

り
時
間
の
短
縮
が
望
め
ま
す
。

　
現
代
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
は
周

辺
機
器
さ
え
揃
え
れ
ば
簡
単

に
始
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
も

の
が
多
い
た
め
、
機
械
の
操

作
が
不
安
と
い
う
方
で
も
導

入
し
や
す
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で

「
時
間
を
つ
く
れ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
現
金
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
、
預

金
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
そ
の
他
請
求
書
等

は
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
で

保
存
。
デ
ー
タ
化
が
進
め
ば
、

会
計
の
合
理
化
も
容
易
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
会
計
ソ
フ

ト
と
も
連
動
が
し
や
す
く
な

り
、
更
な
る
時
間
短
縮
が
見

込
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
更
に
よ
り
良
い

も
の
を
作
り
、
商
品
の
付
加

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

お
客
様
を
喜
ば
せ
た
い
。
で

も
時
間
が
な
い
。
そ
ん
な
悩

み
を
解
決
す
る
手
段
の
一
つ

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
の
活
用

②
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト

レ
ー
ジ
の
活
用

が
【
Ｉ
Ｔ×

農
業
】
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
つ
か
ら
で
も
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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無
人
で
作
業
を
す
る
ト
ラ

ク
タ
ー
の
上
空
を
ド
ロ
ー
ン

が
飛
ん
で
作
物
の
生
育
状
況

を
撮
影
し
、Ａ
Ｉ
が
解
析
し
な

が
ら
肥
料
や
農
薬
の
散
布
を

ま
た
別
の
ド
ロ
ー
ン
が
行
う
。

農
家
さ
ん
は
自
宅
か
ら
ス
マ

ホ
で
作
業
の
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
い
っ
た
、
近
未
来

的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現

が
目
の
前
ま
で
迫
っ
て
い
ま

す
。

　「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル

な
ん
て
ウ
チ
に
は
関
係
な
い
」

と
お
考
え
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
も
っ
と
身
近
な
今
日

か
ら
で
き
る
【
Ｉ
Ｔ×

農
業
】

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
ス
マ
ー
ト
農
業

と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　

　
農
林
水
産
省
で
は
、「
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
等
の
先
端
技
術
を

活
用
し
、
超
省
力
化
や
高
品

質
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な

農
業
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
担
い
手
の
減
少
・
高
齢

化
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
が

深
刻
な
昨
今
、
先
端
技
術
を

用
い
て
作
業
の
自
動
化
、
情

報
共
有
の
簡
易
化
に
加
え
、

生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
消
費
・

輸
出
に
至
る
デ
ー
タ
と
連
携
、

活
用
な
ど
で
高
度
な
農
業
経

営
を
可
能
と
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
ス
マ
ー
ト
農
業
と
並

行
し
て
、
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
５
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
窓
口
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
・

振
込
書
を
書
く
・
手
続
き
を

待
つ
・
記
帳
す
る
。
そ
の
流

れ
を
全
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
省
略
化
で
き

る
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
で
す
。
自
宅
や
外

出
先
か
ら
、
土
日
祝
日
、
早
朝
、

深
夜
で
も
取
引
が
行
え
る
た

め
、
日
中
時
間
の
な
い
方
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

　
そ
の
便
利
さ
か
ら
利
用
が

拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
伴
い
詐
欺
に
よ
る
被
害
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
ア

カ
ウ
ン
ト
情
報
の
確
認
や
更

新
を
要
求
し
て
く
る
メ
ー
ル

等
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。

　
い
つ
、
ど
こ
か
ら
で
も
様
々

な
デ
バ
イ
ス
か
ら
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
取
っ
た
り
、
デ
ー
タ

を
引
き
出
し
た
り
で
き
る
ク

ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
。
デ
ー

タ
は
全
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
保
管
さ
れ
て
い
る
為
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
コ
ス

ト
の
削
減
や
作
業
の
効
率
化
、

従
業
員
を
始
め
、
取
引
先
、

顧
問
税
理
士
へ
の
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
情
報
共
有
、
不
測
の
事

態
に
よ
る
資
料
紛
失
を
防
ぐ

な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
２
０
２
２
年
１

月
よ
り
改
正
さ
れ
た
電
子
帳

簿
保
存
法
に
対
応
し
た
も
の

も
多
く
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
で
も
ク
ラ
ウ
ド
ス

ト
レ
ー
ジ
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
導
入
を
考
え
て

い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世

界
で
猛
威
を
振
る
っ
た
際
、

人
の
移
動
や
対
面
が
大
き
く

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
一
気
に
普
及
し
た
の
が
、Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
始
め
と
す
る
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
社
内

会
議
、
取
引
先
と
の
商
談
だ

け
で
な
く
、
遠
方
の
家
族
や

親
戚
、
友
人
間
の
近
況
報
告

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
顔
を

合
わ
せ
な
が
ら
連
絡
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
遠
方
と
の
連
絡
が
容
易
に

で
き
る
為
、
時
間
の
短
縮
や

経
費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

更
に
会
議
を
録
画
す
る
こ
と

も
で
き
、
後
か
ら
振
り
返
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
に
出
る
機

会
が
少
な
く
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
済
ま

せ
る
方
が
増
え
て
い
る
今
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
を
行
っ
て
い
る
農
家
さ
ん

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
何
事
も
ま
ず
は
人
に
知
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
始
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
の
野
菜
や
果
物

を
作
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な

人
な
の
か
、
ど
ん
な
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
。

そ
れ
を
知
る
こ
と
か
ら
相
手

と
の
信
頼
が
始
ま
り
、
信
頼

が
強
み
に
な
り
、
強
み
が
ブ

ラ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

サ
イ
ト
の
活
用

⑤
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
活
用

　
飲
食
店
に
行
く
と
、
非
接

触
型
決
済
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

か
ざ
し
て
行
う
決
済
方
法
）

を
目
に
す
る
機
会
が
多
い
で

し
ょ
う
。
既
に
使
え
る
の
が

当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

直
接
現
金
や
カ
ー
ド
の
受
け

渡
し
を
行
わ
な
い
の
で
、
ウ

イ
ル
ス
の
接
触
感
染
防
止
に

繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
を
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
売
上
管
理
、
在
庫
管
理

を
行
う
こ
と
も
で
き
、
何
よ

り
時
間
の
短
縮
が
望
め
ま
す
。

　
現
代
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
は
周

辺
機
器
さ
え
揃
え
れ
ば
簡
単

に
始
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
も

の
が
多
い
た
め
、
機
械
の
操

ま
と
め

作
が
不
安
と
い
う
方
で
も
導

入
し
や
す
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で

「
時
間
を
つ
く
れ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
現
金
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
、
預

金
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
そ
の
他
請
求
書
等

は
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
で

保
存
。
デ
ー
タ
化
が
進
め
ば
、

会
計
の
合
理
化
も
容
易
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
会
計
ソ
フ

ト
と
も
連
動
が
し
や
す
く
な

り
、
更
な
る
時
間
短
縮
が
見

込
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
更
に
よ
り
良
い

も
の
を
作
り
、
商
品
の
付
加

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

お
客
様
を
喜
ば
せ
た
い
。
で

も
時
間
が
な
い
。
そ
ん
な
悩

み
を
解
決
す
る
手
段
の
一
つ

③
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
の
活
用

が
【
Ｉ
Ｔ×

農
業
】
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
つ
か
ら
で
も
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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第1回

消費税インボイス制度導入による
農業者への影響について

消費税インボイス制度導入による
農業者への影響について

連載

○適格請求書（インボイス）とは
　売り手が買い手に対して、正確な適用税率や消費税等を伝えるものです。
具体的には、現行の区分記載請求書に「登録番号」「適用税率」および「税率ごとに区分した消費
税額等」の記載が追加された書類やデータをいいます。

☆インボイスについて10月号まで3回に分けて、詳しくご説明いたします。
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次号
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心
房
細
動
と
は
心
房
の
各
部
分
の
高
頻
度
で
無
秩
序
な
電
気
的
興
奮
に
よ
り
、
心
電
図

上
心
房
の
収
縮
を
表
す
Ｐ
波
が
消
失
す
る
と
と
も
に
、
心
房
の
興
奮
が
心
室
へ
不
規
則
に

伝
導
す
る
た
め
、
心
拍
リ
ズ
ム
が
不
整
と
な
る
状
態
で
す
。
高
齢
者
、
高
血
圧
症
、
弁
膜
症
、

心
不
全
、
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
心
疾
患
や
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ

る
患
者
に
好
発
し
ま
す
。
左
心
房
内
で
血
栓
が
生
じ
や
す
く
、
心
原
性
塞
栓
症(

脳
塞
栓
症
、

全
身
性
塞
栓
症)

の
予
防
が
重
要
で
す
。

　
脈
の
乱
れ(

バ
ラ
バ
ラ)

感
を
伴
う
動
悸
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
無
症
状

で
経
過
し
、
健
康
診
断
な
ど
で
偶
然
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
治
療
に
は
主
に
薬
物
療
法
と
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
薬
物
療
法

に
は
①
抗
血
栓
凝
固
療
法(

脳
塞
栓
予
防)

、②
レ
ー
ト(

心
拍
数)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
療
法
、③
リ

ズ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
療
法
（
心
拍
不
整
を
治
す
）、④
ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
療
法
が
あ
り
ま

す
。①
は
容
量
調
節
や
食
事
制
限
（
納
豆
等
禁
止
）
が
必
要
な
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
か
ら
新
し
い

タ
イ
プ
の
抗
凝
固
薬
（
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
が
優
先
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
早
期
で
は
③
の
リ
ズ

ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
心
筋
保
護
、
心
房
細
動
抑
制
効
果

の
期
待
で
き
る
β
遮
断
薬
に
よ
る
②
レ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
優
先
さ
れ
ま
す
。④
の
ア
ッ

プ
ス
ト
リ
ー
ム
療
法
は
効
果
を
否
定
す
る
報
告
も
あ
り
、
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
物
療
法
の
ほ
か
に
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
発
作
性

の
心
房
細
動
、
比
較
的
若
年
者
、
左
心
房
径
正
常
、
心
機
能
正
常
を
満
た
す
患
者
が
良
い

適
応
と
な
り
、
根
治
療
法
の
た
め
成
功
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
近
年
増
加
傾

向
で
す
。

　
最
近
で
は
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
で
手
軽
に
自
分

の
心
電
図
記
録
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
不
整
脈
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。 心

房
細
動

た
か
は
し
内
科
消
化
器
内
科
　院
長

高
　橋
　公
　平

◆ささ身とモロヘイヤのスープ

◎作り方

お料理コーナー

①ささ身は一口大のそぎ切りにして、塩小さじ1/4、コショウ少々をふり、かたくり粉適量をまぶす。
②モロヘイヤは葉を摘み取り、1cm幅のざく切りにする。ナガイモは皮をむいて5ｍｍ厚さの半月切りにする。
③鍋に水4カップと酒大さじ1を煮たてて、①のささ身を入れ、1～2分煮る。色が変わったら、②を入れて火が
通るまで煮て、Aを加えてさっと煮る。

『家の光』2021年7月号「家の光料理カード」から　調理：新谷友里恵

◎材料（4人分）

鶏ささ身　……………………………………………　3本（150ｇ）

モロヘイヤ　………………………………………　 1袋（100ｇ）

ナガイモ　……………………………………………………　150ｇ

塩　コショウ　かたくり粉　酒

｛Ａ

酢　…………………………………………………　大さじ1

しょうゆ　…………………………………………　小さじ2

ゴマ油　……………………………………………　小さじ1

塩　………………………………………………　小さじ1/2

コショウ　………………………………………………　少々

転載不可
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金融共済部からのお知らせ

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金

農業者の方は、
国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

知って得する農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方、又は６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を
一時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。
　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方
など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高
１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
　この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
　また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

2

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
保険料は全額社会保険料控除の対象
●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

ポイント

3

JAきたそらち
本　　所
イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-34-7150
TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

安心の
終身年金
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経済部 燃料課からのお知らせ

ストーブ分解整備受付中
　長年使用しているストーブは、カーボン・スス・ホコリがたまり、燃焼効率の低
下や故障、不具合の原因となっています。火が大きくならない、円筒ガラスが曇っ
ている、床暖の暖まりが悪いなど気になることがあればシーズンオフの時期に分解
整備をして安心の冬を迎えましょう。

★部品代は別途加算されます。

★お客様宅より取外してお預かりし、分解整備後にお届け試運転まで行います。

★上記にないタイプはお問合せをお願いします。

★ストーブ分解整備は３～４年に1回が目安です。

円筒ガラスの曇り、燃焼ポット内部のススを除去して燃焼効率ＵＰ！灯油の消費量も軽減！

ストーブ分解整備料金（一部抜粋）
タイプ

床暖ツインヒーター
FF式床暖内蔵型 
煙突式床暖内蔵型
FF式壁置輻射（大型）
FF式壁置輻射（小型）
煙突式壁置輻射タイプ
煙突式壁置タイプ
煙突式角型両面タイプ

¥45,320
¥31,680
¥27,280
¥24,640
¥20,680
¥18,480
¥17,380
¥16,390

UHB、UHF-○○TBFS
UH-F、UFH-○○UKF
UH-○○系、UFH-○○UKC
FF-○○系、FFR-DF、KF、SF
FF-V、VT、VY系、FFR-○○BL
SV-○○系、KSH系
KFH-UKC、USC
KSH-○BS

基本整備料金
（10％税込） 参考型式

音江セルフ給油所
深川セルフ給油所
イチヤンセルフ給油所

（0164）25-2720
（0164）23-2456
（0164）22-1391

（0164）24-3311
（0164）27-2115
（0164）34-2541
（0165）35-2001

納内給油所
多度志給油所
北竜和給油所
幌加内給油所

ご依頼、お問合せは各地区の給油所までご連絡をお願いします。

※雨竜地区は北竜和給油所へご連絡をお願いします。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

六月俳句六月俳句六月俳句

5月号の正解は
「スイーツ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　藤川　昌子　様
幌加内町　　椋井　　功　様
伊 達 町　　黒川　　崇　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2
3

4
5

7

9

11
13

14
16
18

19

23

幕府を倒すこと。
数や量が示した値よりも下
であること。以上⇔〇〇
絵をかくこと。絵をかく人。
相手の言うことを打ち消
すときに使う言葉。いや。
楽しむこと。「また会える日
を〇○○○にしています」 
直角に曲がった金属製の
物差し。「これは誰かの〇
○○○だ」
今日の朝
諸経費のうち、人の労働に
対して支払われる経費
話し手が自分を指すことば
例を挙げて示すこと
音楽に合わせて体や手足
を動かし、さまざまな姿を
見せること。　  
互いに考えを出して話し合
うこと。「○○○する」  
体が大きく力の強い動物。
古くから家畜として飼われ
ている

1

4

6

8

10

12

13

15

17

20
21

22

24

25

表示価格に消費税が含まれてい
ないこと。内税⇔〇○○○
連続したフィルムをスクリー
ンに映し出し、映像を見せる
もの
かなの一種。漢字の一部をとっ
て作り出された表音文字
航空機や鳥が持つ、空を飛ぶ
ための器官。はね。
屋根の下端の、建物の外壁よ
り外に張り出している部分
物をくしに刺すこと。または
くしに刺した物。
時間の差。標準時の違い。時
間をずらすこと。
執着が残ってあきらめきれな
いこと。「○○○が残る」
地中に玉のようにふくらんだ
茎を作る野菜。オニオン。
ある事がらに対する考え
地中に打ち込んで目印や支柱
にする棒
おじいさんやおばあさん。年
を取った人。
ある行いをしてはいけないと
止めること「駐車○○○」
卵からかえってまもない鳥の子

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切7月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和４年9月号に掲載します。
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訂正とお詫び
2022年6月号掲載の記事に誤りがございました。こ
こに訂正し、お詫び申し上げます。

2～3ページ「きたそらち農協総代決まる」雨竜地区
（正）佐々木　　　　　　池田　幸広

６がつ  21にち　火ようび

音江保育園　バケツ稲レポート

5月23日に田植えをした稲がこんなに
大きくなりました！
この日は、児童のバケツ稲に追肥作業
を行いました♪

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．財務報告及び事業実績について
４．組合員の加入脱退について
５．固定資産の取得・修繕・リース取得について
６．職員の人事及び業務事故について
７．旧本所解体工事にかかる入札結果について
８．貸出金の貸付報告について
９．JAバンク経営戦略シート策定について
10．令和3年度補正 スマート農業産地形成実証事業

への参画について

11．令和3年度 新規就農者受入対策助成金支払い実
績について

12．令和4年度　主要農作物の生育概況について
13．令和4年度　水稲病害虫防除推進方針について 
14．輸出用米（ななつぼし）の取りまとめ結果について
15．令和4年度　畑作物試験研究計画について　
16．令和4年度　種子馬鈴薯圃場検査について　
17．小麦集荷に係る職員配置（案）について
18．畜産物の販売実績について
19．青果・花き集荷販売実績について
20．経済部事業実績について
21．ホクレンプレスリリースについて

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　職員の夏期手当の支給について
議案第３号　理事に対する貸出承認について
議案第４号　貸出金の貸付決定について
議案第５号　令和4年産　米の取扱いについて

議案第６号　令和4年産　「玄そば」の取扱いにつ
いて

議案第７号　令和4年産　農産物予約前渡金及び概
算金について

議案第８号　系統外販売取引契約の一部変更について

提
出
議
案

報
　告
　事
　項

第６回理事会 〈令和４年6月3日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和４年5月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,279
98

5,595
274
914

当月末
20
0
20
0
10

脱退
6
3
22
0
3

加入
1,293
95

5,593
274
921

当期首
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金融共済部 共済課からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
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